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『宝
髪
経
四
法
憂
波
提
舎
』
に
お
け
る
浄
土
観
管
見

華

房

光

壽

毘

目
智
仙
と
盟
曇
般
若
流
支
の
共
訳
に
よ
る
諸
経
論

の
中
に
は
、
世

親
に
よ
る
釈
経
論
が
三
部
あ

る
。
す
な

わ
ち

大
正
蔵
第
二
六
巻
所
収

の
、

『
宝
髪
口経
四
法
憂
波
提
舎
』
(『宝
髪
経
論
』
と
略
。)

『転
法
輪
経
憂
波
提
舎
』
(『転
法
輪
経
論
』
と
略
。)

『
三
具
足
経
憂
波
提
舎
』
(『三
具
足
経
論
』
と
略
。)

の
三

つ
で
あ
り
、
全
て
興
和
三
年
の
八
月
か
ら
九
年
に
か
け
て
続
け
て

訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
漢
訳

一
本

し
か
伝

わ
ら

ず
、

『
宝
害
経
論
』
以
外
は
、
元

の
経
本
す
ら
存
在

し
な

い
。

こ
の
三
つ
の

釈
経
論
は
、
論
旨
の
展
開
、
体
裁
等
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
が
、
既
に

述
べ
た
の
で
、
(
1
)

こ
こ
で
は
、
繰
り
返
さ
な
い
。
本
稿
で
は
、
特
に

『
宝

髪
経
論
』
に
お
け
る
、
世
親
の
浄
土
観
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

一

『
十
住

毘

婆
沙

論
』

と

の
パ

ラ

レ

ル

ま
ず
、
補
足
的
に
な
る
が
、
こ
の
三

つ
の
釈
経
論
の
特
徴
と
し
て
、

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
(以
下

『十
住
論
』
と
略
。)
に

パ
ラ
レ
ル
な
記
述
の
あ
る
箇
所
が
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
少
な
く

と
も
四

つ
あ
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
四
つ
の
箇
所
の
ど
れ

一
つ

と
し
て
、
何
か
か
ら
の
引
用
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
示
さ
れ
て
お

ら
ず

、

完

全

に
長

行

の
中

に
埋

没

し

て

い

る
。
(
2
)

こ

こ

で

は
、

各

々

に

つ

い
て
、

両

者

の
相

違

点

の

み

を

挙
げ

る

。

(
一
)

如

来

・
如

去

の
義

に
関

し

て

『
転

法

輪

経

論

』

『
十

住

論

』

(『
十
住
論
』

で
は
、
如

の
義

と
し
て
、
空
無
相
無
願

・
四
諦

・
六
波
羅
蜜
.

四
功
徳
処

・
一
切
仏
法

・
十

地

・
八
聖

道
分

・
権
智

の
順

に
説
明
す
る
が
、

『
転
法
輪
経
論
』

で
は
、
配

列
が
わ
ず
か

に
異

な

り
、
四
諦
と
六
波
羅
蜜

の

間

に
「
一

切
如
是

仏
法
」
が

入

っ
て

い
る
。
)

(
二
)

菩

薩

の
種

姓

(如

来

の
家
)

に
関

し
て

『
三

具

足

経

論

』

『
十

住

論

』

(
「善
方
便

は
菩
薩

の
父
、

般
若
波
羅

蜜
は
菩
薩
の
母
」
に
関
し
て
、

『
十
住

論
』
に
は

「
如
助
道
経
中
説
」

と
あ

る
が
、
『
三
具
足
経
論
』
で
は
、
「如

彼

無
垢
名
称
経
説
」
と
な

っ
て
い
る
。

ま

た
、

「
般
舟

三
昧

は
父
、
大
悲
無
生
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は
母
」
に

つ
い
て
は
、

『
十
住
論
』
で
は
、

「如
助
菩
提
中
説
」

と
あ

る
の
に

対
し

て
、
『
三
具
足
経
論
』

に
は
、
単

に

「偈

言
」
と
あ

る
の
み
で
あ

る
。
)

日

器

世

間

不

浄

・
衆

生
世

間
不

浄

、

浄

土

の
相

に
関

し

て

『
宝

髪
口
経

論

』

『
十

住

論

』

(
『
十
住
論
』

で
は
、

こ
の
箇
所

の
前

に
、
二
種

の
不
浄
を
具
体
的

に
詳
細

に

述
べ

て
い
る
の
に
対
し

て
、
『
宝
髪
経
論
』

で
は
、
簡
単

に
述

べ

る

に
す
ぎ

な

い
。
ま
た
、
浄
土

の
相

に

つ
い
て
は
、
後
述

の
よ
う

に
、
完
全

に
対
応
す

る
わ
け

で
は
な

い
。
)

四

戒

の
功

徳

に
関

し

て

『
三

具

足

経

論

』

『
十

住

論

』

(
こ
の
箇
所
は
か
な
り
長
く
、

『
十
住
論

』

の

「
讃
戒
品
」
全
部

に
完

全

に
対
応
し

て
い
る
。
)

確

か

に
、

こ

の
三

つ

の
釈

経

論

と

『
十

住

論

』

の

ど

ち

ら

か

一
方

が

、

他

方

を

引

用

し

た

の
か

、

或

い

は
、

何

ら

か

の
共

通

の

ソ
ー

ス
が

あ

っ
た

の
か

な

ど

と

様

々
な

想

像

が

で
き

る

が

、

引

用

し

た
と

い
う

こ

と

を
証

明

で

き

る

よ

う

な

根

拠

は
残

念

な

が

ら

全
く

見

あ

た

ら

な

い

。

し

か

し

な
が

ら

、

全

く

無

関

係

で
あ

る

と

い

う

こ

と

も

証

明

で
き

な

い
。

た

だ

、

偶

然

に
し

て

は
、

あ

ま
り

に
も

パ

ラ

レ

ル
な
記

述

で
あ

る

の
で

、

こ

こ

で

は
、

両

者

の
対

応

す

る
箇

所

を

指
摘

す

る

に

と

ど

め

る

。

『
宝
髪
経

四
法
憂
波
提
舎

』

に
お
け
る
浄
土
観
管
見

(華

房
)

二

十

二
種
諸

功
徳

場

に

つ
い

て

次
に
、
『宝
髪
口経
論
』
に
見
ら
れ
る

「浄
土
の
相
」

に
つ
い
て
検
討

す
る
。
先
に
挙
げ
た

『
十
住
論
』
と
の
パ
ラ

レ
ル
の
日
の
中

で
、

『十

住
論
』
で
は

「
略
説
浄
土
相
。
」
(

)
と
述
べ
、
以
下
、
十
を
挙
げ

る
。
『宝
髻
経
論
』
で
は
、
「唯
説
少
分
。」

(

)
と
あ
り
、

十
二

種
の
要
素
を
挙
げ
る
。
論
旨
の
展
開
か
ら
み
て
、
こ
の

「十
二
種
諸
功

徳
場
和
合
聚
集
」
も
、
浄
土
の
相
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「十
二
種
諸
功
徳
場

(以
下
、
十
二
功
徳
報
場
と
略
。)」
の

「功
徳
場
」
と

は
、
文
字
通
り

「
功
徳
の
あ
る
場
」
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
浄
土
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

「場
」
に
は
、

漢

語
本
来
と
し
て
、
「神
を
祭
る
た
め
の
浄
め
ら
れ

た
場
所
」
と
い
う
意

味
も
あ
る
の
で
、
「浄
め
ら
れ
た
場
所
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
な

ら
ば
浄
土
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
(た
だ
、
毘
目
智
仙
訳
の
他
の
諸
経

論
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「場
」
の
他
の
用
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。)

そ
れ
故
、
こ
の
十
二
功
徳
場
と
い
う
の
は
、
浄
土
の
相
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
あ
ま
り
類
例
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
十
二

種
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
浄
土
の
国
土
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、

「劫
場
」
・
「世
界
場
」
が
あ
る
。
浄
土
の
衆
生
に
関
す
る
も

の
と
し
て

は
、
「衆
生
場
」
・
「
調
御
衆
生
場
」
・
「直
心
深
心
場
」
が
あ

る
。
浄
土

の
仏
法
に
関
す
る
も

の
と
し
て
、
「時
場
」
・
「乗
場
」
・
「陀
羅
尼
場
」
.

「仏
法
場
」
・
「聖
場
」
・
「道
場
」
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
十
二
功

三
五
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『宝
髻
経
四
法
憂
波
提
舎
』
に
お
け
る
浄
土
観
管
見

(華

房
)

徳
場
は
、
ど
こ
に
源
流
が
あ
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
結
論

的
に
は
、
何
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
言
う
こ
と
は
で

き
ず
、
現
時
点
で
は
、
何
か
か
ら
の
直
接
の
引
用
で
は
な
く
、
こ
の
十

二
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
の
は
、
こ
の

『宝
髻
経
論
』
独
自
な
も
の
で

あ
る
と
言
う
し
か
な
い
。
し
か
し
、
十
二
功
徳
場
と
部
分
的
に
類
似
す

る
の
は
、
い
く

つ
か
あ
る
。
最
も
類
似
し
て
い
る
と

思

わ
れ

る
も

の

は
、
今

ま
で
比
較
し
た

『十
住
論
』
に
説
く
浄
土
の
相
で
あ
る
。
挙
げ

ら
れ
る
名
称
か
ら
考
え
て
も
、
次
の
よ
う
に
対

応
す

る
。
『十
住
論
』

の

「
仏
功
徳
力
」
が
、
『宝
髻
経
論
』
の

「功
徳
場
」
に
対
応
し
、
「法

具
足
」
と

「
(十
事
荘
厳
の
中
の
)
無
求
外
道
師
」
が
、
「
仏
法
場
」
に
対

応
し
、
「声
聞
具
足
」
が
、
「衆
生
場
」
と

「調
御
衆
生
」
に
対
応
し
、

「時
具
足
」
が
、
「
(十
事
荘
厳
の
中
の
)
時
具
足
」
と
対
応
す
る
。
た
だ
、

『
十
住
論
』
に
は
、
多
く
の
記
述
が
あ

る

た

め
、
内
容
的
に
会
通
す
る

の
に
そ
れ
ほ
ど
無
理
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
会
通
で
き
な
い
も
の
も

あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
少
な
く
と
も

『十
住
論
』
の
膨
大
な
記
述

を
取
捨
選
択
し
て
十
二
種
に
ま
と
め
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
他
に
類

似
す
る
も
の
と
し
て
は
、
『維
摩
経
』
「仏
国
品
」
に
あ
る
十
七
項
目

の

浄
仏
国
土
の
行
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
「
直
心
是
菩
薩
浄
土
。
菩

薩

成
仏
時
不
諸
衆
生
来
生
其
国
。」
(羅
什
訳

)
と
い
う
定
型
句

で
示
さ
れ
る
。
定
型
句
を
並
べ
る
と
い
う
点
で
は
、
十
二
功
徳
場
に
付

加
さ
れ

て
い
る
簡
単
な
説
明
と
類
似
し
、
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
も
、

類
似
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

た

だ
、

同

じ
く

「仏
国
品
」
に
は
、

三
六

直
心

・
発
菩
提
心

・
深
心
と
続
き
、
説
法
浄

・
智
慧
浄
に
至
る
ま
で
順

序
立
て
て
説
く
も
の
も
あ
る
が
、
十
二
功
徳
場
に
は
、
相
互
の
順
序
は

な
い
。
ま
た
、
世
親
の

『十
地
経
論
』
に
も
、
七
種
の
浄
仏
国
土
の
相

が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
初
歓
喜
地
の
第
七
の
大
願

に
つ
い
て
論
じ
る

箇
所
で
あ
る
が
、
十
二
功
徳
場
と
は
そ
れ
ほ
ど
対
応
し
て
い
な
い
。
世

親
の
著
作
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
浄
土
の
相

に
つ
い
て
考
え
る
時
、

ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ

る

の
は
、
『
無
量
寿
経
優
波
提
舎
』
で
あ
る
。
し

か
し
、
十
二
功
徳
場
は
、
『浄
土
論
』

の
二
十
九
種

の
荘
厳
功
徳
と
比

較
し
て
み
る
と
、
他

の
所
に
説
か
れ
る
浄
土

の
相
と
比
べ
て
、
最
本
隔

た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
十
二
功
徳

場

の
特

徴
と

し
て
、
ま

ず
、
浄
土
の
器
世
間
的
な
荘
厳
に

つ
い

て
全

く
具
体
的
で
は
な
い
。

(第
一
の

「劫
場
」
と
第
四
の

「世
界
場
」
に
お
い
て
永
続
性
と
清
浄
性
が
述
べ

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。)
浄
土
の
個
々
の
具
体
的
な
有
様
、
荘
厳

に

つ
い

て
は
、
言
及
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
極
楽
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
光
明
の

要
素
が
全
く
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
極
楽

の
主
で
あ
る

阿
称
陀
仏

に
つ
い
て
も
、
全
く
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の

『浄
土
論
』

に
説
か
れ
る
二
十
九
種
功
徳
成
就

よ
り

も
、
『摂
大
乗
論
釈
』
の
十
八

円
満

の
方
が
共
通
点
が
見

い
だ
せ
る
。
特
に
、
興
味
深
い
の
は
、
聞
思

修
慧
を
以
て
、
浄
土
に
入
る
路
と
す
る
路
円
満
は
、
第
十
二
の

「道
場

和
集
」

に
対
応
し
、
ま
た
、
奢
摩
他
毘
鉢
舎

那
に
乗
る
と
す
る
乗
円
満

は
、
第
六
の

「乗
場
和
集
」

に
対
応
す
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、
十
二

功
徳
場
に
関
し
て
は
、
諸

々
の
功
徳
は
、
そ
れ
ほ
ど
特
徴
的
な
も
の
は
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な
い
た
め
、
今

の
と
こ
ろ
、
何
か

一
つ
に
よ

っ
た
と

は
考

え
ら

れ

な

い
。
ま
た
、
『浄
土
論
』

の
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
に
お
け
る

詳
細
な
描

写
、
極
楽

の
荘
厳
の
描
写
の
有
無
、
光
明
の
有

無

な
ど

に
よ

っ
て
、

『
宝
髻
経
論
』
と

『浄
土
論
』
の
前
後
関
係
を
決
定

す

る
こ
と
は
で
き

ず
、
世
親

の
浄
土
思
想
の
円
熟
期
に
、
『浄
土
論
』
が

つ
く
ら

れ
た

と

す
る
根
拠
に
も
な
ら
な
い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
、

『
浄
土
論
』
に
、
極
楽
の
荘
厳
の
記
述
が
あ
る
の
か
と

い
う

と
、
そ
れ

は
、
文
字
通
り

『無
量
寿
経
』

の
優
波
提
舎
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か

と
今

の
と
こ
ろ
は
思
わ
れ
る
。

三

浄

仏

国
土

に

つ
い
て

し
か
し
な
が
ら
、
『
宝
髻
経
論
』
の
中
で
説
か
れ

る

の
は
、
静
的
な

浄
土
だ
け
で
は
な
い
。
仏
世
界
を
清
浄

に
す
る
と
い
う

「浄
仏
国
土
」

の
働
き

の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
前
稿
で
既
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、
本
来

『宝
髻
経
』
に
お

い
て
は
、
「四
種
浄
行
」
が

経
の
中
心
主
題
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
主
は
、
『
宝
髻
経
論
』

の
中
で

「
四
種
発
起
精
進
」
が
経
の
中
心
主
題
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の

「四
種
発
起
精
進
」
は
、
経
の
中

で
は
、
名
称
が
あ
が

っ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
中
心
主
題
に
据
え
た
と
い
う

こ
と
は
、
論
主
に
何
ら
か
の
意
図
が
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ

っ
た
の
か
。
最
後

に
、
こ
れ
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
さ
て
、
『
宝
髻
経
論
』
(

)
に
は
、
「
こ
の
世
尊
釈

『宝
髻
経
四
法
憂
波
提
舎
』
に
お
け
る
浄
土
観
管
見

(華

房
)

迦
牟
尼
仏
の
世
界
は
、
清
浄
か
、
不
清
浄
か
」
と
い
う
命
題
が
で
て
く

る
。
こ
こ
で
は
、
も
し
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
世
界
が
皆
清
浄
で
あ
る
な
ら

ぽ
、
『阿
弥
陀
経
』

に
い
う

「我
今
出
於
五
濁
悪
世
。

阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
覚
。
」
に
相
違
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
世
界
が
清
浄
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
「
五
濁
悪
世
」
と
い
う
語
句
に
相
違
す
る
と

い
う

理
由
だ

け
で
、
『
阿
弥
陀
経
』
の
こ
の
部
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
論
主
は
続
け
て
、
も
し
仏
世
界
が
不
清
浄
な

ら
ば
、
何
故
、
「菩
薩
四
種
発
起
精
進
不
離
布
施
」
と
説
か
れ
る
の
か
、

と
い
う
命
題
を
出
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
四
種
発
起
精
進

と
い
う
語
句
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
、
世
尊
が
説
法
し

た
と
い
う
事
実
を
重
視
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
第
四
の
発
起
精
進
は
、
「清
浄
仏

[之
]
世
界
発
起
精
進
」

で
あ
り
、
「
清
浄
に
す
る
」
と
い
う
働
き
が
強
調
さ
れ

て
い

る
。
こ
の

四
種
の
中
で
最
後
の
第
四
発
起
精
進
を
以
て
、
菩
薩
行
は
最
高

の
段
階

と
な
り
、
仏
国
土
を
清
浄
に
す
る
こ
と
は
完
成
す
る
。
こ
の
四
種
発
起

精
進
を
説
い
た
と
い
う
事
実
は
、
浄
仏
国
土

の
願
は
既
に
成
就
し
て
お

り
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
世
界
は
、
既
に
浄
土
化
さ
れ
た

こ
と

を
意

味
す

る
。
こ
の

「
説
法
し
た
」
と
い
う
事
実
が
浄

土
の
完
成
を
意
味
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
先
学
に
よ

っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う

に
、
(
3
)

「如

去
」
と
い
う
語
を
、
「説
法
が
な
さ
れ
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と

に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
如
去
に

つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
『十
住
論
』
と
の
パ
ラ
レ
ル
の
(
一
)に
存
在

す

る
。
た

だ
、
「如

三
七
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去
」

に
つ
い
て
、
『十
住
論
』
(

)
に
は

「
如
去
不
還
故
名
為
如

来
。」

と
あ
る
だ
け
だ
が
、
世
親
は
、
『
転
法
輪
経
論
』
(

)
に
お

い
て

「或
名
如
去
。
言
如
去
者
。
或
以
如
説
故
名
如
去
。
又
如
去
者
。

去
不
復
来
故
名
如
去
。」
と
い
う
よ
う
に

「説
法
が
な

さ
れ

た
」
と
い

う
理
解
を
明
確
に
述

べ
て

い
る
。
こ

の

「
仏
世
界
は
清
浄
か
、
不
浄

か
」
と
い
う
命
題
に
対
し
て
、

論
主
は
、

「今
説
清
浄
。
何
以
知
之
。

以
世
尊
心
善
清
浄
故
。
」
(

)
と
解
答
し
て
、
引
き
続
い
て
、
『維

摩
経
』
「仏
国
品
」
の

「菩
薩
欲
得
浄
仏
世
界
ゆ
当
浄
其
心
。」
か
ら
始

ま
る
引
用
を
以
て
、
聖
言
量
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
山
口
益
博

士
は
、
(
4
)

「仏
国
品
」
の
こ
の
部
分
に
関
し
て
、
「舎
利
弗
が
、
不
浄
の
穢

土
に
お

い
て
、
心
浄

の
境
地
に
証
入
す
る
と
こ
ろ
に
、
土
の
清
浄
化

の

意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
浄
土
教
に
お
い
て
、
釈
迦
が
、
五
濁

の
稜
土

に
出
世
し
、
弥
陀
の
本
願
を
説
き
、
有
情

の
無
明
の
闇
が
破
ら

れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
有
情

の
浄
化
に
お
い
て
、
本
願

の
成
就
満
足
す

る
こ
と

を
説
く
の
と
同
様
の
意
図
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ

て

い
る
。

山
口
博

士
の
こ
の
見
解
と
同
じ
事
が
、
こ
の

『
宝
髻
経
論
』

に
も
現
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論

的
に
は
、
世
親
に
よ

っ
て
、
『
宝
髻
経
』
を
も
と

に
構
成
さ
れ

た

『
宝
髻
経
論
』
に
お
い
て
は
、
単
な
る
経
の
解
釈
だ
け
で
は
な
く
、

(『十
住
論
』
に
も
説
く
)
二
種
不
浄
を
転
じ
て
浄

土
と
為

す

こ
と
と
、

『維
摩

経
』
の

「心
清
浄
」
と
を
用

い

つ
つ
、
論
主
の
浄
土
観
が
説
か

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
浄
土
観
も
、
静
的
な
浄
土
の

三
八

相

を

述

べ

る
だ

け

で

は
な

く

、

「
清

浄

仏

国

土

」

を

強

調

し

よ

う

と

す

る
傾

向

が

強

い
と

思

わ

れ

る
。

そ

の

た

め

に
、

経

の
設

定

を

変

え

、

世

尊

が

、

宝
髻

菩

薩

を
対

告

衆

と

し

て
、

(恰
も
、
世
尊
が
、
舎
利
弗

に
、
心

清
浄
を
説

い
た
よ
う
に
、

ま
た
、

釈
尊
が
、

舎
利
弗

に
、

本
願

の
成
就
を
説

い

た
よ
う

に
)
仏

国

土

の
清

浄

化

・
浄

土

化

が

な

さ

れ

た

と

い

う

事

実

を

説

く

と

い
う

構

成

に

し

た

の

で

は
な

い

か
と

考

え

ら

れ

る
。

1

拙
稿

天
親
造

『
宝
髻
菩
薩

四
法
憂
波
提
舎
』

に
関

し
て
、
『
印

仏
研
』

四
三
―

二
所
収
。

2

も

し
、

こ
れ
ら
が
、
引
用

で
あ

る
と
す

る
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
引

用

の
仕
方

は
、
毘

目
智
仙

訳
の
三

つ
の
釈
経
論

に
お

い

て

は
、
異

例

で

あ

る
。
普
通

は
、
論
書

を
引

用
す

る
場
合

に
は
、
何
も
解
説

せ
ず

に
、
他

の

論

書
に
任

せ
る
か
、
或

い
は
、
少

し
述
べ
て
か
ら
、

さ
ら
に
余
義

あ
り
と

し
て
、
他

の
論
書

に
譲

る
と
い
う
形
式
を
と

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

3

山

口
益

『
大
乗
と
し

て
の
浄
土
』
昭
和
六

一
年

、

4

山
口
益

「維

摩
経
仏
国
品

の
原
典

的

解

釈
」
、

『
山

口
益
仏
教
学
論
集

下
』

所
収

。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『
宝
髻

経
四
法
憂
波
提

舎
』
、

『十

住
毘

婆
沙
論
』
、

十
二
種

諸
功

徳
場

、
清

浄
仏
国
土
、
如
去

(大

阪
樟
蔭
女
子
大

学
非
常

勤
講
師
)
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